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新形CVCF無停電電源装置
HIVERTER-6000シリーズ
コンピュータをはじめ,各種プラン

トの計装設ノ備用電源は,無停電,走電

圧,定周波でかつ信頼性の高いことが

要求される｡

これらの要求に対し,このたび,

HIVERTER-6000シリーズを開発(図

1)したので紹介する｡

1.主な特長

(1)裏面スペースが不要である｡

据付･保守用の裏面スペースを不要

な構造としたため,喋面に∨密着できる

ことにより有効据付面積を大幅に削減

できる(100kVAの例で当社比40%減)〔)

初号叫

匡II HlVERTER-6000の夕十観

(2)特性の改善

いわゆる浮動充電方式を採用したた

め,停･復電切換時の出力電圧変動が

′トさい｡

(3)瞬時過負荷耐量の向上

コンピュータな■どの投入電流が大き

くなる傾向がある析,ある他以上の過

電i充に対しては無停電でバイパス回路

に移し,装置全体として過電i充耐量の

向上を図った(二拉大300%,200ms)し,

(4)非常用発電機へソフト移行が可能

入力用整i允器にサイリスタ式を採用

したため,非常用発電機へ負荷を徐々

に移行することかでき,発電機設備容

量を小さくできる｡

(5)信束則≠l三の向上

合理的設計の採用により部品点数を

削減し,信束副生の向上を図った｡また,

制御回路内のプリント基板には主要信

号部に発光ダイオードによる正常･異

常表示を行なうことにより不時の故障

時,原因究明を速やかにできるように

した｡

2.主な仕様

主な仕様を表1にホす｡

(日立製作所 機首事業本部)

表I HlVERTER-6000の主な仕様

項 目 仕 様

交 流 入 力 200/440V ±18% 50/60Hz三相

直 流 入 力

l10V(10～ZOkVA)

220V(30～75kVA)

Z70V=00-300kVA)

345V(400､500kVA)

交 流 出 力

100～105V単相50./60Hz

又は

200～230V三相50/60Hz

出力周波数

及び精度

50/60Hz 土0.5%以内

出力瞬時変動
±5%(受電の停･復電時)

十10%.-8%(負荷変動:50%}80%)

波形 ひ ず み 5%以内(線形負荷で)

瞬時過電流耐量 最大300%200ms(オプション)

製作容量範囲 10～500kVA

新形スイッチングレギュレーク

金融機関での現金自動取引業道用の

電i煉装置として,ATM(税金自動取引

装置)及びCD(現金自動支払装置)そ

れぞれに,専用のスイッチングレギュ

レータを開発した(図l,2)｡

ATM用電子偵は,従来の電i墳形式

HHM302202と機能及び外形寸法上の在

換性を保ちながら,重量軽i成,操作保

守性の向+二を図っている｡

l.主な特長

(1)マルチチャネル出力

図I ATM用電源〔HHM

302203 寸法:幅324×奥行

450×高さ235(mm)〕

(a)形 式:HHM302203

【自1克郎力:6チャネル900W

交流出力:2チャネル

(b)形 式:HHM301302

直流出力:6チャネル543W

交流出力:2チャネル

(2)リモートコントロール(ON/OFF)

機能

(3)TTLIC負荷用の5V出力は,出

力電圧を±10%変化させるマMジンチ

ェック機能

(4)瞬時停電補償時間:10ms以上

図2 C D用電源〔HHM

301302 寸法:幅225×奥行

420×高さ255(mm)〕

(5)停電時は運転指令をメモリして,

復電時に自動的に再運転することによ

り保守性を向上｡

(6)過電圧,不足電圧,過電流保護機

能をもち,故障内容は各ユニットごと

に分割してラン‾フロ表示｡

(7)負荷側メモリ退避用アラーム信号

及びリセットイ言号を外送｡

(8)UL規格に準ずる安全設計により,

事故時の発炎,発火の防止｡

2.主な仕様

HHM302203の主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

表I HHM302203出力イ士様

No. 電圧

(∨)

電流

(A)

定電圧

精度

(%)

出力電圧

リップル

出力電圧

ノイズ

(Vp-P)

出力保護仕様

過電圧

(∨)

不足電圧

(∨)

過電)充

(A)

l ＋5-1 2～15
±3

130m〉p-P

以下
0.4以下 5.5～6 4～4.5 36～40

2 ＋5-Il 2～15

3 十30-Ⅰ l-10
±8

l.ZVp-P

以下
0.7以下 34.5～37.5 22～25 26～30

4 ＋30一工Ⅰ l～12

5 ＋15 8～3 士3 柑m〉p_p以下 8.1以下 16.l～17.6 12～川 4-5

6
-15

8～3 土3 10mVp-p以下 0.1以下 一16.l～-】7.6 一12--14 4～5

7 AC180 l～】Z

8 AC】00 0-2
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"MDモートル”
-全閉形電気式無段変速機一
最近,特に｢省力+,｢省資源+,｢省

エネルギー+という要求が急速に高ま

書),モートルの分野でも可変速モート

ルの要求が強くなってきてし､る｡日立

製作所では,これに対処する可変速モ

ートルを,｢日立可変速ドライブⅤⅩシ

リーズ+として発売している｡

ここでは,高効率･省エネルギーで,

かつ取り扱いが簡単な可変速モートル

として,MDモートルについて紹介す

る(図1)｡

このMDモートルは,界磁巻線の代

わりに永久磁石を使用した血沈モート

ルで,その仕様,特長は次に述べると

おりである｡

図I MDモートル及び制御装置の外観

表l 主な仕様

項 目 仕 様

M

D

モ

l

出 力 (kW) 0.2 0,4 0.75 1,5 2.2 37

形 式
全閉形

(TO-MD) 全閉外扇形(TFO-MD) 全閉他力通形

(TFFO-MD)
疋格トルクkg仰) 0,11 0.22 0.42 083 122 206
出力軸回転数 175～1,750｢Pm(50Hz60Hzとも同一)

出力特性

市l

100-

(%)
(貰丁一仁塑定格卜

ル

ト 連続定格
ノレ

ト50-一連続定格
ノレ

ク5-

1751/750rpm

速度

ク5-!

1758751,750rpm

速度
装M
D

制
置御

入 力 電 源 早相200V/50Hz 200,220V′/60H7 三相200V/50Hz200220V/60H･
形 式

Z

閉鎖壁掛形

制 御 方 式 サイリスタレオナード方式
自動電圧制御旧(電流抵抗)補償付

サイリスタレオナード方式

自動定速度制御

1.主な特長

(1)っまみ一つで10:1の無段変速か

できる｡

(2)j(久磁石を採朋Lた血流モ【トル

で,従来の電気式無段変速機よりも速

度制御範囲全域で効率の高い逆転か行

なえ_,経済性に優れている｡

(3)ごみ,ほこりに強い全閉タイプと

してし､る｡

(4)50Hz,60Hz地域に関係なく機械設
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計が行なえる｡

(5)配線作業が簡単である(0.75kW以

下は2本で可)｡

(6)標準形のはか,フランジ形,単相

100V級,ギヤ付,ギヤ付フランジ形な

ど,豊富な機種をシリーズ化している｡

2.主な仕様(標準形)

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 商品事業本部)
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